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松原二丁目

学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針
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小倉南区「干し柿」

となっており、令和4年3月末までに完工を予定してお
ります。
　なお、工事期間中は患者様・来訪者の皆様には大
変ご迷惑をおかけいたしますが、安全最優先にて作業
を行わせていただきます。
　ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をい
ただきますようお願いいたします。

総務課 松嶋

　新小文字病院は昭和56年9月に小倉北区大畠で小
文字病院として開院し、昨年の9月で開院40周年を
迎えることになりました。
　その40周年記念事業の一環として現在、病院建物
内外の大規模改修工事を行っております。
　工事内容は外壁劣化の改修工事と塗装工事、1階
フロア床の貼替工事、外来診察室・トイレ・病棟・階
段等の各部署クロスの貼替工事など様々な工事内容

「40周年改修工事」でご迷惑をおかけしております。

S h i n k o m o n j i  H o s p i t a l

手には技術　頭には知識　患者には愛を

2022.1
Vol.60

ご自由に
お持ち帰り下さい

新小文字病院

V
o
l.60

「40周年改修工事」で
ご迷惑をおかけしております
総務課

みやび内科・眼科クリニック
かかりつけ医紹介㉚

新小文字病院の治験に
ご協力をお願いします
治験管理室

原発性アルドステロン症について
内分泌・糖尿病内科部長・河原哲也

高血圧予防の運動
リハビリテーション科

２０２２年の年頭にあたって
開院41年目の院長の新たな決意



●血圧が高い状態が続くと血管の内側に負担がかかって傷つきやすくなります。

●動脈硬化（血管の内側に負担がかかることで血管の壁が厚くなり柔軟性を失うこと）が進み
血管の抵抗が増えるとさらに血圧が上昇する悪循環に陥ります。

●高血圧を放置すると脳梗塞、脳出血、心筋梗塞、狭心症、慢性腎臓病などの病気につながることもあります。

血管内皮機能（血管の最内層にある細胞で、血管の健康状態を維持するのに重要な役割を果たす）を

改善することで血圧を下げる効果が得られ、高血圧症を改善・予防すると言われています。

食生活の乱れ、運動不足、喫煙、ストレスなどの生活習慣が関係しています。

運動時間 運動頻度

30分以上の運動
（10分×3でもよい）

ややきついと
感じる程度

運動強度運動の種類

できれば毎日有酸素運動
（ウォーキング、ジョギング、水泳、自転車など）

高血圧の要因

正常血圧は130/85(㎜Hg)未満

高血圧が続くと…

高血圧に対する運動の効果

年齢別性別の収縮期血圧平均（上の血圧）

年 齢

男 性

女 性

121 129 134 140 141

141113 122 129 135

30～39 40～49 50～59 60～69 70以上

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
小
文
字
病
院
は
昨
年
９
月
に
開

院
40
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
の
建
物
内
外
の
改
修

美
化
工
事
が
年
度
中
は
続
き
ま
す

が
、
す
で
に
完
了
し
た
床
や
外
壁
の

一
部
を
見
た
だ
け
で
も
、
一
層
明
る

く
輝
い
て
お
り
、
私
た
ち
の
未
来
を

映
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
光
り
輝
く
年
頭
に
当
た

り
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
新
た
な
変
異
株
の
出

現
な
ど
で
C
O
V
I
D-

19
の
脅
威

は
ま
だ
消
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ほ
ど
ま
で
長
期
に
亘
っ
て
地
球
上

の
人
類
を
悩
ま
せ
続
け
て
い
る
こ
の

出
来
事
は
、
私
た
ち
の
賢
さ
を
試
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

元
来
、
医
療
と
い
う
仕
事
は
密
を

も
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
患
者

の
訴
え
を
訊
き
、
職
員
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
患
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら

問
題
解
決
に
当
た
る
の
で
す
が
、
ど

の
段
階
に
お
い
て
も
マ
ス
ク
や
消
毒

な
ど
の
介
在
物
が
入
り
込
み
、
お
互

い
の
本
当
に
伝
え
た
い
気
持
ち
を
表

す
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
家
族
と
の
面
会
が
制
限
さ
れ
入

院
生
活
が
一
層
心
細
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
新
小
文

字
病
院
は
教
育
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
新
入
職
員
た
ち
の
成
長
な
し
に
、

こ
の
病
院
の
未
来
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
医
療
現
場
の

教
育
も
密
な
ふ
れ
合
い
が
あ
っ
て
こ

そ
高
い
成
果
が
得
ら
れ
る
の
で
す

が
、
こ
の
２
年
と
い
う
も
の
教
育
の

手
段
が
制
約
さ
れ
、
ま
た
人
間
関
係

を
構
築
す
る
う
え
で
も
新
人
、
先
輩

と
も
に
も
ど
か
し
さ
を
拭
え
な
い
で

い
ま
す
。

　

で
す
が
こ
の
２
年
間
、
私
た
ち
は

じ
っ
と
黙
っ
て
耐
え
て
い
た
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
点
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
お
互

い
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
け
る
の

か
、
学
び
の
場
を
も
っ
と
活
性
化
で

き
る
の
か
、
み
ん
な
が
考
え
知
恵
を

出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
で
の
会
合
を
色
々
な
単
位

で
繰
り
返
し
重
ね
て
い
く
、
お
互
い

の
距
離
を
縮
め
、
ま
た
I
T
を
活
用

し
た
教
育
手
段
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
こ
の
地
域
の
医
療
に
貢
献
す
る

新
小
文
字
病
院
の
使
命
を
皆
で
確
認

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
す

る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
が
新
小
文
字

病
院
で
す
。

　

暗
い
雲
が
あ
た
り
に
立
ち
こ
め
て

い
て
も
、
明
る
い
未
来
が
は
っ
き
り

と
見
え
て
お
り
、
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
で
す
。
さ
あ
、
こ
の
年
も
み
ん
な

で
頑
張
る
ぞ
！

院 長  甲斐 秀信
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

寅
令和４年高血圧予防の運動
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降
、
右
記
の
測
定
試
薬
の
変
更
に

よ
り
、
P
A
の
確
認
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
で
紹
介
率
の
低
下
が
危
ぶ

ま
れ
ま
す
。

　

副
腎
静
脈
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
右

か
左
の
原
因
副
腎
が
分
か
っ
た
場

合
、
第
一
選
択
は
病
側
副
腎
の
内

視
鏡
的
切
除
で
す
。
当
院
外
科
が

内
視
鏡
切
除
を
担
当
し
て
お
り
、

こ
ち
ら
も
福
岡
県
下
で
内
視
鏡
副

腎
切
除
数
第
一
位
で
す
。
し
か
し

P
A
は
良
性
微
小
腺
腫
な
の
で
内

服
薬
の
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
拮
抗

薬
の
内
服
で
血
圧
は
低
下
し
ま
す
。

ま
た
、
両
側
性
の
ア
ル
ド
ス
テ
ロ

ン
症（
特
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン

症
）の
場
合
は
、
選
択
肢
は
内
服
薬

の
み
で
す
。

　

原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

（
P
A
）は
決
し
て
ま
れ
な
疾
患
で

は
な
く
、
心
疾
患
、
脳
卒
中
が
高
い

確
率
で
合
併
す
る
高
血
圧
疾
患
で

す
。
健
診
な
ど
で
高
血
圧
症
を
指

摘
さ
れ
P
A
が
心
配
な
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

P
A
は
左
右
ど
ち
ら
か
の
副
腎

に
微
小
腺
腫
が
発
生
し
、
ア
ル
ド

ス
テ
ロ
ン
の
分
泌
過
剰
の
た
め
高

血
圧
や
低
カ
リ
ウ
ム
血
症
を
来
す

疾
患
で
す
。
P
A
は
高
血
圧
症
の

約
１
割
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
本
来
、
膨
大
な
数
の
P
A

患
者
さ
ん
が
存
在
す
る
は
ず
で
す

が
、
未
だ
に
認
知
度
が
低
く
、
専
門

機
関
で
P
A
を
疑
っ
て
診
察
し
な

い
と
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

P
A
は
同
等
の
高
血
圧
症
と
比

較
し
て
２
〜
８
倍
も
の
心
疾
患
、

脳
卒
中
が
合
併
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
院
で
も
、
心
筋
梗
塞

や
脳
出
血
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
き

た
患
者
さ
ん
で
、
降
圧
剤
抵
抗
性

の
高
血
圧
を
認
め
た
場
合
、
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
P
A
も
し
く
は
褐
色

細
胞
腫
を
合
併
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
３
つ
の
う
ち
一
つ
で
も
満
た

し
て
い
れ
ば
P
A
の
可
能
性
大
で

す
。
こ
の
ま
ま
当
院
に
御
紹
介
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
が
、
更
に

血
漿
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
濃
度

（
P
A
C
）と
血
漿
レ
ニ
ン
活
性

（
P
R
A
）採
血
を
施
行
す
る
こ
と

で
診
断
が
ほ
ぼ
確
定
し
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
４
月
か
ら
従
来
の

ラ
ジ
オ
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
法

（
R
I
A
法
）の
測
定
キ
ッ
ト
が
販

売
中
止
と
な
り
、
化
学
発
光
酵
素

免
疫
法（
C
L
E
I
A
法
）に
変
更

さ
れ
ま
し
た（
下
図
参
照
）。

　

こ
れ
ま
で
の
基
準
値
を
参
考
に

し
て
い
る
と
P
A
患
者
の
ほ
と
ん

ど
を
見
落
と
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
分
泌
・
糖
尿
病
内
科

原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
に
つ
い
て

（P
rim
ary A

ldosteronism
:P
A

）

原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

（
P
A
）の
検
査
・
診
断
法

原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

（
P
A
）の
治
療

最
後
に

当
院
で
の
検
査

血
漿
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
濃
度
⁄

血
漿
レ
ニ
ン
活
性

（
P
A
C 

⁄ 

P
R
A
）採
血
と
は
？

原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

（
P
A
）と
は
？

❶ 

異
常
に
血
圧
が
高
い

（
収
縮
期
2
0
0
㎜
Hg
以
上
、

ま
た
は
拡
張
期
1
0
0
㎜
Hg

以
上
）

❷ 

降
圧
剤
を
２
種
類
以
上
内
服

し
て
い
る
が
血
圧
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
不
良
で
あ
る

❸ 

採
血
で
低
カ
リ
ウ
ム
血
症
を

認
め
る

　

一
般
的
に
健
診
な
ど
で
高
血
圧

を
指
摘
さ
れ
病
院
を
受
診
さ
れ
た

患
者
さ
ん
で
、

　

当
院
で
診
断
、
ま
た
は
他
院
よ

り
御
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん

は
、
当
院
で
副
腎
静
脈
サ
ン
プ
リ

ン
グ
を
施
行
し
ま
す
。
施
行
時
間

は
１
〜
1.5
時
間
で
す
が
、
１
泊
入

院
と
な
り
ま
す
。
当
院
で
は
内
分

泌
専
門
医
が
施
行
、
診
断
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
施
行
数
は
年
間
60
〜

70
例
で
2
0
1
8
、
2
0
1
9
年

は
福
岡
県
下
で
最
多
で
し
た
。

　

2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
減

少
し
ま
し
た
が
、
2
0
2
1
年
以

内分泌・糖尿病内科部長

河原 哲也
医学博士

日本内科学会認定医・指導医

日本糖尿病学会専門医・研修指導医

日本内分泌学会専門医

内分泌代謝科指導医

副腎静脈サンプリング人数 治療について

●左右どちらかの場合

●両側性の場合

 

① 

甲
状
腺
疾
患（
バ
セ
ド
ウ
病
、
橋
本
病
、
甲
状
腺
癌
）

 

② 

副
腎
疾
患（
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
、
褐
色
細
胞
腫
、

 
 
 

ク
ッ
シ
ン
グ
症
候
群
、
副
腎
皮
質
機
能
低
下
症
）

 

③ 

下
垂
体
疾
患（
末
端
肥
大
症
、
中
枢
性
尿
崩
症
、
S
I
A
D
H
）

 

④ 

副
甲
状
腺
疾
患（
血
清
Ca
異
常
）

 

⑤ 

糖
尿
病
・
膵
疾
患（
１
型
、２
型
、妊
娠
糖
尿
病
、イ
ン
ス
リ
ノ
ー
マ
）

　

当
科
は
平
成
28
年（
2
0
1
6
年
）４
月
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
科
で
は
、

に
対
し
専
門
医
に
よ
る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
今
回
は
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症（
P
A
）に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

原発性アルドステロン症・陽性の診断基準

に診断基準が変わりました

■ 従来のRIA法
PAC/PRA>200
(RIA法)

PAC>120pg/ml
(RIA法)

かつ

■ 新しいCLEIA法
かつPAC/PRA≥100

（CLEIA法） （CLEIA法）
PAC≥60pg/ml

内服薬

内服薬のみ

80

60

40

20

0
2016

8

38

64
72

33

2017 2018 2019 2020

（人）

病側副腎の
内視鏡的切除

または

（年）

副腎静脈サンプリング

左・右副腎静脈からカテーテルにより、血中アルドス
テロンと血中コルチゾール採血を行い、その比率から
診断

下
大
静
脈

カテーテル

左
副
腎
静
脈

右副
腎静
脈

右腎
静脈

左腎静脈

左副腎右副腎

微小腺腫

腎臓
腎臓

アルドステロン

レニン

微小腺腫により、アルドステロンが過剰に
分泌され高血圧や低カリウム血症を生じる

症状について
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【お問い合わせ先】
社会医療法人財団 池友会 新小文字病院
治験管理室
電話番号：093-391-1001（内線 1304）

新小文字病院の治験にご協力をお願いします

　
お
二
人
の
よ
う
に
海
外
で
活
動

す
る
こ
と
は
困
難（
飛
行
機
が
大

の
苦
手
！
）で
す
が
、北
九
州
を
終

の
棲
家
と
定
め
た
私
の
最
後
の
仕

事
と
し
て
、高
齢
化
率
が
高
い
北
九

州
で
、医
療
難
民
・
生
活
難
民
を
少

し
で
も
汲
み
上
げ
、光
を
当
て
、医

療
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
た

ら
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
当
法
人
に
は
当
院
の
他
、み
や
び

デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
医
師
：
竹

内)

、み
な
し
で
の
訪
問
看
護
、お
よ

び
総
合
生
活
支
援
G
O
Y
O（
御
用

聞
き
の
意
味
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、新
小
文
字
病
院
と
共
に

医
療
の
み
な
ら
ず
、多
方
面
に
わ

た
っ
て
連
携
を
強
化
し
、北
九
州
の

医
療
福
祉
・
生
活
を
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

き
ま
し
た
。

　
当
院
の
特
徴
は
、内
科
の
訪
問
診

療
の
み
な
ら
ず
、眼
科
の
訪
問
診
療

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
出
向
か
な
く
て

も
、ク
リ
ニ
ッ
ク
と
同
様
に
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
、各
種
ポ
ー
タ
ブ
ル

の
検
査
機
器
を
揃
え
て
、在
宅
患
者

様
の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
凶
弾
に
倒

れ
た
中
村
哲
先
生
、南
ス
ー
ダ
ン
で

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
北
九
州
出
身
の
川
原
先
生
。

　
お
二
人
と
も
医
師
活
動
の
み
な

ら
ず
、復
興
支
援
を
同
時
に
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
中
村
先
生
と
は
書
の
中
で
し
か

会
話
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、川
原

先
生
と
は
昨
年
の
北
九
州
市
の
コ

ロ
ナ
禍
に
、D
M
A
T（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）を
率
い
て
戻
ら
れ

た
際
に
、何
度
か
お
会
い
し
、北
九

州
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。

　
私
は
、久
留
米
の
片
田
舎
の
水
呑

み
百
姓
の
次
男
と
し
て
生
を
受
け
、

地
元
の
大
学
を
出
て
医
師
と
な
り

ま
し
た
。

　
実
は
、兄
も
東
京
で
夢
人
さ
ん
の

ク
リ
ニ
ッ
ク（
精
神
科
）を
開
業
し
て

お
り
、私
も
開
院
時
、名
字
で
は
な

く
、名
前
で
あ
る
雅
道
よ
り
、「
み
や

び
ク
リ
ニ
ッ
ク
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、法
人
名
の「
真
光
憲

会
」は
、私
の
子
ど
も
た
ち
の
名
前

を
一
字
ず
つ
取
っ
て
名
付
け
た
も

の
で
す
。

　
当
院
の
診
療
科
は
、一
般
内
科
・
眼

科
・
精
神
科
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
、昨

年
よ
り
盆
・
正
月
・
G
W
は
閉
め
て
お

り
ま
す
が
、そ
れ
ま
で
は
3
6
5
日

診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
私
は
、前
勤
務
医
時
代
よ
り
約
20

年
間
在
宅
医
療
に
携
わ
り
、の
べ
数

万
人
の
在
宅
患
者
様
と
向
き
合
っ
て

みやび内科・眼科クリニック

院 長 松永 雅道

み
や
び
内
科

　
　
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人

真
光
憲
会

かかりつけ医
紹介 ㉚

皆
さ
ま
の
日
々
の
健
康
の
お
手
伝
い
に
取
り
組
む

ホームページ https://miyabi-ganka-naika.com/

〒805-0071
福岡県北九州市八幡東区東田3丁目2-102
イオンモール八幡東2F（D2入口側）

093-663-7163
内科・眼科 ともに訪問診療を行っています

住 所

TEL

診療科

● 内科・眼科休診日：火曜、木曜

内科・眼科 受付時間

10：30～12：30午前

午後 14：30～18：00

月 火 水 木 金 土 日

み
や
び
の〝
由
来
〞

み
や
び〝
そ
の
先
へ
〞

み
や
び
の〝
現
状
〞

いのちのたび
博物館

JR
鹿児
島本
線

至
戸
畑

戸畑バイパス

高炉台公園

八幡小

製鉄記念
八幡病院

八幡総合病院

八幡尾倉
郵便局

スペースワールド
跡地

スシロー

ナフコ至黒崎

ミスター
マックス

トライアル

JRス
ペース

ワール
ド駅

JR八幡駅

中央3丁目

戸畑バイパス下

戸畑
バイパス西

東田2丁目

62

東田高炉
広場入口

西本町1丁目

みやび内科・眼科
クリニック

イオン
八幡東

八幡東区役所

春の町5丁目 3
八幡駅前

ールモ
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